
平
成
二
十
一
年
内
閣
府
・
厚
生
労
働
省
令
第
七
号

食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
都
道
府
県
等
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
等
に
関
す
る
命
令

食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
二
十
四
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
都
道
府
県
等
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
等
に
関
す
る
命
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

第
一
条
　
都
道
府
県
知
事
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
（
以
下
「
都
道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
。
）
は
、
毎
年
度
の
都
道
府
県
等
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
を
、
そ
の
年
度
開
始
前
ま
で
に
、
厚
生
労
働
大
臣
及

び
消
費
者
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
都
道
府
県
知
事
等
は
、
都
道
府
県
等
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
実
施
前
に
、
厚
生
労
働
大
臣
及
び
消
費
者
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条
　
都
道
府
県
知
事
等
は
、
毎
年
度
、
都
道
府
県
等
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
の
実
施
結
果
の
概
要
を
、
翌
年
度
の
六
月
三
十
日
ま
で
に
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
取
り
ま
と
め
後
速
や
か
に
、
こ

れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
都
道
府
県
知
事
等
は
、
夏
期
、
年
末
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
当
該
期
間
に
お
け
る
都
道
府
県
等
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
の
実
施
結
果
の
概
要
を
作
成
し
、
作
成
後
速
や

か
に
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
都
道
府
県
知
事
等
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
公
報
又
は
広
報
紙
へ
の
掲
載
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
住

民
に
周
知
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
　
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
第
一
項
（
法
第
六
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
食
品
衛
生
監
視
員
が
、

食
品
、
添
加
物
、
器
具
、
容
器
包
装
又
は
食
品
衛
生
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
七
十
八
条
各
号
に
掲
げ
る
お
も
ち
や
を
収
去
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
被
収
去
者
に
様
式

第
一
号
に
よ
る
収
去
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
食
品
衛
生
監
視
員
が
、
そ
の
職
務
を
行
う
場
合
に
お
い
て
携
帯
す
る
証
票
は
、
様
式
第
二
号
、
食
品
衛
生
監
視
員
で
あ
る
こ
と
を
示
す
き
章
は
、
様
式
第
三
号
に
よ
る
。

３
　
厚
生
労
働
大
臣
、
消
費
者
庁
長
官
及
び
都
道
府
県
知
事
等
は
、
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
検
査
機
関
に
試
験
に
関
す
る
事
務
を
委
託
す
る
場
合
に
は
、
当
該
登
録
検
査
機
関
の
検
査
員
（
規
則
第
三
十
八
条
第
一

項
第
二
号
に
規
定
す
る
検
査
員
を
い
う
。
）
に
当
該
試
験
を
行
わ
せ
、
か
つ
、
規
則
第
四
十
条
各
号
に
掲
げ
る
基
準
と
同
等
以
上
の
基
準
に
よ
り
当
該
試
験
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
命
令
は
、
消
費
者
庁
及
び
消
費
者
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
消
費
者
庁
及
び
消
費
者
委
員
会
設
置
法
及
び
消
費
者
庁
及
び
消
費
者
委
員
会
設
置
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関

す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
八
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
規
則
様
式
第
二
号
か
ら
様
式
第
四
号
ま
で
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
書
類
は
、
当
分
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
様
式

第
一
号
か
ら
様
式
第
三
号
ま
で
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
三
月
二
〇
日
内
閣
府
・
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）

こ
の
命
令
は
、
食
品
表
示
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
八
日
内
閣
府
・
厚
生
労
働
省
令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
命
令
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
第
一
号
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
書
類
は
、
当
分
の
間
、
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
第
一
号
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
内
閣
府
・
厚
生
労
働
省
令
第
二
号
）

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
内
閣
府
・
厚
生
労
働
省
令
第
四
号
）

こ
の
命
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
三
一
日
内
閣
府
・
厚
生
労
働
省
令
第
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
命
令
は
、
健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
五
月
三
一
日
内
閣
府
・
厚
生
労
働
省
令
第
四
号
）
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
命
令
は
、
食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
一
〇
月
二
二
日
内
閣
府
・
厚
生
労
働
省
令
第
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
都
道
府
県
等
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
等
に
関
す
る
命
令
の
技
術
的
読
替
え
）

３
　
食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
令
和
元
年
政
令
第
百
二
十
三
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
整
備
政
令
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
の
規
定
に

よ
り
食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
食
品
衛
生
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
整
備
政
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
食
品
衛
生
法

施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
二
十
九
号
）
第
三
十
五
条
各
号
の
営
業
（
整
備
政
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
食
品
衛
生
法
施
行
令
第
三
十
五
条
各
号
の
営
業
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
営
業
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
り
当
該
営
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
者
に
対
す
る
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
都
道
府
県
等
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
等
に
関
す
る
命
令
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
命
令
様
式
第
一

号
中
「
食
品
衛
生
法
第
２
８
条
第
１
項
（
同
法
第
６
８
条
第
１
項
及
び
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及

び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
令
和
元
年
政
令
第
１
２
３
号
）
附
則
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
当
該
営
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
、
食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
３
０
年
法
律
第
４
６
号
）
第
２
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
食
品
衛
生
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
２
３
３
号
）
第
２
８
条
第
１
項
（
同
法
第
６
２
条
第
１
項
及
び
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

（
経
過
措
置
）

４
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

５
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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様
式
第
一
号
（
第
三
条
関
係
）

様式第一号(第三条関係) 

    

  ○            ○     ○            ○   

 

甲 

収 去 証    

   

(別紙) 

＜教示＞ 

 この処分について不服があるときは、この処分があったことを知った日の翌

日から起算して3か月以内に、○○に対して審査請求をすることができる(処分

があった日の翌日から起算して1年を経過した場合は除く。)。 

 この処分に対する取消訴訟については、□□を被告として、この処分があっ

たことを知った日の翌日から起算して6か月以内に提起することができる(処

分があった日の翌日から起算して1年を経過した場合は除く。)。ただし、処分

があったことを知った日の翌日から起算して3か月以内に審査請求をした場合

には、処分の取消訴訟は、その審査請求に対する裁決の送達を受けた日の翌日

から起算して6か月以内に提起しなければならない(裁決があった日の翌日か

ら起算して1年を経過した場合は除く。)。 

 

＜参照条文＞ 

○食品衛生法(昭和22年法律第233号)(抄) 

第28条 厚生労働大臣、内閣総理大臣又は都道府県知事等は、必要があると認

めるときは、営業者その他の関係者から必要な報告を求め、当該職員に営業

の場所、事務所、倉庫その他の場所に臨検し、販売の用に供し、若しくは営

業上使用する食品、添加物、器具若しくは容器包装、営業の施設、帳簿書類

その他の物件を検査させ、又は試験の用に供するのに必要な限度において、

販売の用に供し、若しくは営業上使用する食品、添加物、器具若しくは容器

包装を無償で収去させることができる。 

2～4 (略) 

 

第80条 (略) 

2 (略) 

3 内閣総理大臣は、この法律による権限(政令で定めるものを除く。)を消費

者庁長官に委任する。 

記 号     

番 号   

1 被収去者の住所又は営業所所在地 

2 被収去者の氏名又は法人名 

3 収去品名 

4 収去数量 

5 収去目的 

6 収去日時  令和  年  月  日午 
前 
後   時 

7 収去場所 

 

 食品衛生法第 28 条第 1 項(同法第 68 条第 1 項及び第 3 項において準用する

場合を含む。)の規定に基づき、上記のように収去する。 

   令和  年  月  日 

 

        所属庁 

  収 去 者 職                 氏 名 印 

        所属庁印 

 

 

備考 

 

 

 

 

※教示事項について(別紙)参照 

備考 

1 この用紙の大きさは、A列5番又はA列6番とする。 

2 所属庁印は、赤色とする。 

3 この用紙は、甲片及び乙片の2片とする。 

4 乙片にはとじ目の切断線を設けず、かつ、所属庁印及び印を省略するとともに、

「収去証」を「収去証(控)」と、「甲」を「乙」と印刷するものとする。 

備考 

1 教示文言中の「○○」には、収去者の所属庁を踏まえ、「内閣総理大臣」、「厚生

労働大臣」、「消費者庁長官」、「都道府県知事」、「保健所設置市長」又は「特別区

長」と記載するものとする。 

2 教示文言中の「□□」には、収去者の所属庁を踏まえ、「国(訴訟において国を

代表する者は法務大臣となる。)」、「都道府県」、「保健所設置市」又は「特別区」

と記載するものとする。 
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様
式
第
二
号
（
第
三
条
関
係
）

様式第二号(第三条関係) 

(表面) 

12cm   

  

8
c
m 

  
 

第 
 
 

号 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

所
属
庁 

所
属
庁
印 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

氏

名 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

生

年

月

日 

   
 

 
 

食
品
衛
生
監
視
員
の
証 

    
 

 
 

年 
 

月 
 

日
交
付 

 
 

 
 

年 
 

月 
 

日
限
り
有
効 

   
 

 
 

写
真
ち
ょ
う
付
面 

  

  

4



 

(裏面) 

 

こ
の
証
票
を
携
帯
す
る
者
は
、
食
品
衛
生
法
、
健
康
増
進
法
又
は
食
品
表
示
法
に
よ
り
臨
検
検
査
又
は
収
去
を
す
る
職
権
を
行
う
者
で
、
そ
の
関
係

条
文
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

 

食
品
衛
生
法
抜
粋 

第
二
十
八
条 

厚
生
労
働
大
臣
、
内
閣
総
理
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
等
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
営
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
か
ら
必
要

な
報
告
を
求
め
、
当
該
職
員
に
営
業
の
場
所
、
事
務
所
、
倉
庫
そ
の
他
の
場
所
に
臨
検
し
、
販
売
の
用
に
供
し
、
若
し
く
は
営
業
上
使
用
す
る
食
品
、

添
加
物
、
器
具
若
し
く
は
容
器
包
装
、
営
業
の
施
設
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
又
は
試
験
の
用
に
供
す
る
の
に
必
要
な
限
度
に
お

い
て
、
販
売
の
用
に
供
し
、
若
し
く
は
営
業
上
使
用
す
る
食
品
、
添
加
物
、
器
具
若
し
く
は
容
器
包
装
を
無
償
で
収
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
に
臨
検
検
査
又
は
収
去
を
さ
せ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
そ
の
身
分
を
示
す
証
票
を
携
帯
さ
せ
、
か
つ
、
関

係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。 

４ 

厚
生
労
働
大
臣
、
内
閣
総
理
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
等
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
収
去
し
た
食
品
、
添
加
物
、
器
具
又
は
容
器
包
装
の
試
験

に
関
す
る
事
務
を
登
録
検
査
機
関
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
三
十
条 

第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
当
該
職
員
の
職
権
及
び
食
品
衛
生
に
関
す
る
指
導
の
職
務
を
行
わ
せ
る
た
め
に
、
厚
生
労
働
大
臣
、
内

閣
総
理
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
等
は
、
そ
の
職
員
の
う
ち
か
ら
食
品
衛
生
監
視
員
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

都
道
府
県
知
事
等
は
、
都
道
府
県
等
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
命
じ
た
食
品
衛
生
監
視
員
に
監
視
指
導
を
行
わ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
指
針
に
従
い
、
そ
の
命
じ
た
食
品
衛
生
監
視
員
に
食
品
、
添
加
物
、
器
具
及
び
容
器
包
装
の
表
示
又
は
広
告
に
係
る
監
視
指

導
を
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
輸
入
食
品
監
視
指
導
計
画
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
命
じ
た
食
品
衛
生
監
視
員
に
食
品
、
添
加
物
、
器
具
及
び
容
器

包
装
の
輸
入
に
係
る
監
視
指
導
を
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
食
品
衛
生
監
視
員
の
資
格
そ
の
他
食
品
衛
生
監
視
員
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

第
八
十
条 

(

第
一
項
及
び
第
二
項 

略)
 

３ 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
権
限(

政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。)

を
消
費
者
庁
長
官
に
委
任
す
る
。 

 
 

 

健
康
増
進
法
抜
粋 

 
(

特
別
用
途
食
品
の
検
査
及
び
収
去)

 

第
六
十
一
条 

内
閣
総
理
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
職
員
に
特
別
用
途
食
品
の
製
造
施
設
、
貯
蔵
施
設
又

は
販
売
施
設
に
立
ち
入
ら
せ
、
販
売
の
用
に
供
す
る
当
該
特
別
用
途
食
品
を
検
査
さ
せ
、
又
は
試
験
の
用
に
供
す
る
の
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
当

該
特
別
用
途
食
品
を
収
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
又
は
収
去
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
に
規
定
す
る
当
該
職
員
の
権
限
は
、
食
品
衛
生
法
第
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
食
品
衛
生
監
視
員
が
行
う
も
の
と
す
る
。 

４ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。 

５ 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
研
究
所
に
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
収
去
さ
れ
た
食
品
の
試
験
を
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

 
(

特
別
用
途
表
示
の
承
認) 

第
六
十
三
条 

本
邦
に
お
い
て
販
売
に
供
す
る
食
品
に
つ
き
、
外
国
に
お
い
て
特
別
用
途
表
示
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

第
四
十
三
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
及
び
前
条
の
規
定
は
前
項
の
承
認
に
つ
い
て
、
第
六
十
一
条
の
規
定
は
同
項
の
承
認
に
係
る
食
品
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
製
造
施
設
、
貯
蔵
施
設
」
と
あ
る
の
は
、
「
貯
蔵
施
設
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。 

 
(

勧
告
等) 

第
六
十
六
条 

(

第
一
項
及
び
第
二
項 

略)
 

３ 

第
六
十
一
条
の
規
定
は
、
食
品
と
し
て
販
売
に
供
す
る
物
で
あ
っ
て
健
康
保
持
増
進
効
果
等
に
つ
い
て
の
表
示
が
さ
れ
た
も
の(

特
別
用
途
食
品

及
び
第
六
十
三
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
食
品
を
除
く
。)

に
つ
い
て
準
用
す
る
。(

第
四
項 

略) 

 
(

権
限
の
委
任) 

第
六
十
九
条 

(

第
一
項
及
び
第
二
項 

略)
 

３ 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
権
限(

政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。)

を
消
費
者
庁
長
官
に
委
任
す
る
。 

４ 

消
費
者
庁
長
官
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
委
任
さ
れ
た
権
限
の
一
部
を
地
方
厚
生
局
長
又
は
地
方
厚
生
支
局
長

に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。(

第
五
項 

略)
 

 
 

 

食
品
表
示
法
抜
粋 

 
(

立
入
検
査
等) 

第
八
条 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
販
売
の
用
に
供
す
る
食
品
に
関
す
る
表
示
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
食
品
関
連
事
業

者
等
若
し
く
は
食
品
関
連
事
業
者
と
そ
の
事
業
に
関
し
て
関
係
の
あ
る
事
業
者
に
対
し
、
販
売
の
用
に
供
す
る
食
品
に
関
す
る
表
示
に
つ
い
て
必
要

な
報
告
若
し
く
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
こ
れ
ら
の
者
の
事
務
所
、
事
業
所
そ
の
他
の
場
所
に
立
ち
入

り
、
販
売
の
用
に
供
す
る
食
品
に
関
す
る
表
示
の
状
況
若
し
く
は
食
品
、
そ
の
原
材
料
、
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
従
業
員
そ
の

他
の
関
係
者
に
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
試
験
の
用
に
供
す
る
の
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
食
品
若
し
く
は
そ
の
原
材
料
を
無
償
で
収
去
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。(

第
二
項
及
び
第
三
項 

略)
 

４ 

前
三
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
、
質
問
又
は
収
去
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。 

６ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
収
去
は
、
食
品
衛
生
法
第
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
食
品
衛
生
監
視
員
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。(

第
七
項
か
ら
第

九
項
ま
で 

略)
 

 
(

権
限
の
委
任
等) 

第
十
五
条 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
権
限(

政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。)

を
消
費
者
庁
長
官
に
委
任
す
る
。(

第
二
項
か
ら

第
四
項
ま
で 

略)
 

５ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
消
費
者
庁
長
官
に
委
任
さ
れ
た
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
、
地

域
保
健
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号)

第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市(

次
条
に
お
い
て
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
」
と
い
う
。)

の
市
長

又
は
特
別
区
の
区
長
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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様
式
第
三
号
（
第
三
条
関
係
）

様式第三号(第三条関係) 

き
章
の
様
式 

 

一
、
き
章
構
図 

 
 

 

直
径
十
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
円
に
内
接
す
る
円
み
を
帯
び
た
三
角
形
の
「
食
」
文
字
模
様
の

中
心
に
「
監
」
の
字
を
収
め
る
。 

 
 

 

「
食
」
の
字
を
図
案
化
し
、「
監
」
及
び
図
案
を
浮
出
し
と
す
る
。 

 
 

 

裏
面
に
ボ
タ
ン
穴
ネ
ヂ
止
式
の
取
付
具
を
付
す
る
。 

 

二
、
き
章
材
質 

 
 

 

真
鍮
基
台
に
黒
焼
付
う
る
し
と
す
る
。 

 
 

 

「
監
」
の
字
を
銀
メ
ッ
キ
と
し
て
「
食
」
文
字
模
様
を
金
メ
ッ
キ
と
す
る
。 

裏 面 表 面 

  

 

ち
ゆ
う 
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